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今回のテーマに該当する目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

「キャプチュラ社は気候変動問題の解決をミ
ッションに掲げています。JALをパートナーとし
て迎え、私たちのDOC技術が航空産業の脱
炭素化を支援できることを光栄に思います」

込
み
、
電
気
透
析
技
術
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
を
除

去
し
て
か
ら
海
に
戻
す
と
い
う
も
の
で
す
。
す

る
と
、
大
気
中
よ
り
も
海
中
の
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
が

下
が
る
た
め
、
大
気
中
に
存
在
す
る
Ｃ
Ｏ
２
が

海
水
に
取
り
込
ま
れ
、
結
果
と
し
て
大
気
中
の

Ｃ
Ｏ
２
も
減
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
現
在
、
キ

ャ
プ
チ
ュ
ラ
社
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
港
に
配
備
し

て
い
る
２
基
目
の
プ
ラ
ン
ト
で
年
間
１
０
０
ｔ

の
Ｃ
Ｏ
２
を
回
収
し
て
お
り
、
今
後
も
世
界
各

地
の
海
に
プ
ラ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
抽
出
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
は
地
中
深
く
に
永

久
貯
留
さ
れ
る
ほ
か
、
炭
素
素
材
な
ど
と
し
て

再
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
設
置
し
て

い
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
投
資
戦
略
グ
ル
ー
プ
に

所
属
し
、
キ
ャ
プ
チ
ュ
ラ
社
へ
の
出
資
を
担
当

し
た
松
﨑
志
朗
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
が
、

先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
開
発
す
る
世
界
中
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
で

環
境
問
題
解
決
の
一
助
と
な
り
、
さ
ら
に
は
次

世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と

意
気
込
み
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
空
の
旅
を
ご
提
供
し
続
け
る
た
め

に
、
航
空
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
進
め
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
へ
の
挑
戦
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー

プ
は
今
後
も
、「
減
ら
す
努
力
」
と
「
取
り
除

く
努
力
」
の
両
輪
に
よ
っ
て
、
航
空
輸
送
に
お

け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
５
０
年
ま
で
の
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
実
現
に
向
け
て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

グ
ル
ー
プ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
省
燃
費
機
材
の
導
入
や
運

航
の
工
夫
、
持
続
可
能
な
航
空
燃
料
Ｓ
Ａ
Ｆ

（Sustainable A
viation Fuel

）
の
使
用

な
ど
の
「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
減
ら
す
」
努
力

に
加
え
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
「
排
出
さ

れ
た
Ｃ
Ｏ
２
を
取
り
除
く
」
試
み
で
す
。

　

大
気
中
に
存
在
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
取
り
除
く

技
術
は
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と

呼
ば
れ
、
植
林
な
ど
の
自
然
由
来
の
も
の
と
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
由
来
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
大
気
や
海

か
ら
Ｃ
Ｏ
２
を
回
収
す
る
Ｄ
Ａ
Ｃ
（D

irect 
A

ir Capture

）
お
よ
び
Ｄ
Ｏ
Ｃ
（D

irect 
O

cean Capture

）
と
い
う
技
術
に
着
目
。

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
拠
点
に

Ｄ
Ｏ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
る
キ
ャ
プ

チ
ュ
ラ
社
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
実
質
ゼ
ロ
に
向
け
た
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｏ
Ｃ
は
、
Ｃ
Ｏ
２
の
濃
度
が
海
中
と
大

気
中
で
平
衡
と
な
る
性
質
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
キ
ャ
プ
チ
ュ
ラ
社
の
開
発
し
た
Ｄ
Ｏ
Ｃ

シ
ス
テ
ム
は
、
プ
ラ
ン
ト
内
に
海
水
を
取
り

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョン
と
は
？

海
中
と
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
の
関
係

二
酸
化
炭
素
を「
取
り
除
く
」新
技
術

キャプチュラ社のDOC（Direct Ocean Capture）技術。JALの松﨑（写真左）と、プロジェクトに携わるメンバーたち。

スティーブ・オールダム氏
（キャプチュラ社CEO）

海水は大気中のCO 2を吸収
（CO 2排出量の30％以上）

CO2濃度の低い海水が
大気中のCO2を吸収

CO2濃度の低い
海水を排出

装置に
海水を取り込み

大気と海水の
CO2濃度は平衡

事業活動による
CO2排出

電気透析技術を活用して
海水からCO2を除去する装置

海洋

大気
「DOC」のプラントでは

CO2を海水から回収することで
大気中のCO2を減らしています
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永久貯留または再利用
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ロサンゼルス港にあるキャプチュラ社のプラント。

a copyright to Captura Corporation
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